
  

八代繁広さん 

自然の流れを活かして！ 遊木家具 

キャンプ場内ストーンチェア工房の遊木作家である八代繁広さん。 
材料が少なくなると河津の海岸に出向き、流木を拾います。 

流木を使って椅子や、ベンチ、ラックなどの作品を造りはじめたのは１９年前。 
経営していた飲食店の椅子を手掛けたのがきっかけでした。 

流木にはなるべく手を加えず、自然のままの曲線の美しさを使う事が流木の味であり面白さ。 
山から長い時間をかけ流れ、水流や岩などで削れ、波の濁流に揉まれた丸みを帯びるまでのストーリーから

八代さんは“遊木(ゆうぼく)”と呼びます。 
「一つとして同じ形の物は作り出す事は出来ない。 

人間と一緒で角のない、曲がった優しさを感じてもらいたい」と言います。 

 

遊木家具 

 

自然な曲線 

 

同じ物は作れない 

河津駅から車で１５分 
(伊豆急行「伊豆稲取」駅から徒歩３０分) 

静岡県賀茂郡東伊豆町稲取字休石３２０４－１ 
(ストーンチェア工房) 
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●ホームページ● 
 http://stonechair.iinaa.net/ 
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